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高等学校第３学年 地理Ｂ 学習指導案 

期 日 平成 24年 10月 15日(月)第 5校時 

場 所 熊本県立御船高等学校 講義室２                                                     

                         指導者 教諭  堤田 浩介     

１ 単元名 

  「近隣諸国の研究」（帝国書院） 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

  本単元は、グローバル化する現在社会において、日本の近隣に位置する三国（韓国、中国、ロシア）

に焦点をあて研究する。それぞれの国の自然地形・気候、生活・文化、産業などを地域の環境条件と

関連付けて追究し、日本との共通性や異質性及び異文化を理解し尊重することの必要性を捉えさせる。

また、近隣諸国と日本との交流のあり方を理解し、これからの交流のあり方や日本の役割についても

考察していく。 

 

(2) 系統観             

 高等学校２年「地理Ａ」  高等学校３年「地理Ｂ」  

(単元名) 

「世界の生活・文化の地理的考察」 

(学習指導要領の指導内容) 

１ 目標 

２ 内容 

(イ)近隣諸国の生活・文化と日本 

(単元名) 

「近隣諸国研究」 

(学習指導要領の指導内容) 

１ 目標 

２ 内容 

  

 

(3) 生徒観 

 ○クラスの様子 

  本クラスは、普通科芸術コースでそれぞれ音楽、美術、書道の三つの分野に分かれている。生徒た

ちは、それぞれの分野に日々努力を重ね、多くの賞や資格を取得している。卒業後は、大学進学、専

門学校、就職と多様な進路をめざす生徒が集まっている。学習意欲に大きな差が見られ、全体的

に落ち着きがなかったりすることもあるが、身の回りの日常生活に密接な内容から話をすること

によって、ほとんどの生徒の興味・関心を引き出すことができるため、その工夫が必要である。 

○地理Ｂの授業における生徒の様子 

  学び方の経験値や知識の量に個人差があり、学習の習慣が身についていないなど学習面での実態に

幅がある。また、気持ちが不安定な生徒や自己肯定感が低い生徒もいる。しかしながら、発言はとて

も活発であり、興味関心が湧いた課題に対しては、積極的に取り組もうとする生徒も多い。また、学

びたいという意欲も持っている。 
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○本単元に関する生徒の様子 

  本校では、２年次に地理Ａ（２単位）、３年次に地理Ｂ（４単位）を学習する。現在、学習してい

る地誌の単元においては、２年次の内容よりもより深く、また、２年次、３年次前半までの地形や自

然環境、農業や工業などの産業を系統的に学んだ後に学習するため、より理解しやすい内容である。

生徒たちも自分の生活と比較し、なぜそのような文化や習慣が生まれたのかを自分で考えられるため、

発問や授業の構成次第では、興味・関心を引き出すことができ、生徒たちも意欲的に学ぼうとする姿

勢が見られる。 

  

(4) 指導観 

 ○学習に対する見通しが持ちやすいように、授業の流れや目標を視覚的に提示する。 

 ○作業的な学習活動（調べ学習）や学習形態の工夫（グループ学習）を行うことで、生徒の主体的な

学習活動につながるようにする。 

 ○生徒の実態や特性に配慮した支援や指導を行い、生徒が自らの力でワークシートを完成できるよう

にし、達成感や満足感が味わえるようにする。 

 ○生徒の行動観察や自己評価シートの活用により、興味・関心や理解度の把握と評価を行う。 

 ○生徒がどの資料をどのように活用した、ワークシートのどのようにまとめて発表したかから、生徒

の思考力・判断力・表現力を見取るようにする。 

 

Ｂプロジェクト 学習評価と指導の改善の視点から 

 高等学校における教育上特別な支援を必要とする生徒への効果的な指導のあり方とパフォーマンス

評価等を位置付けた授業設計について検討し、その中で生徒の実態や特性に配慮した指導の工夫を行

い、どの生徒にとっても分かりやすく、また、達成感・満足感が得られるような授業づくり考えてい

きたい。 

（研究の視点） 

① 教育上特別な支援を必要とする生徒への効果的な指導について 

②  知識・技能を活用する学習活動とパフォーマンス評価等を位置付けた授業設計 

 

３ 単元の目標と評価規準 

単元の目標 近隣諸国の研究について、韓国（中国、ロシア）をとりあげ、日本との共通

性や異質性、日本との交流に着目して考察する。 

関心・意欲・態度 韓国（中国、ロシア）と日本の共通性・異質性や交流について関心を高め、

意欲的に取り組むとともに、異文化の理解や尊重の必要性、近隣諸国との交流

の在り方をとらえようとしている。 

思考・判断 韓国（中国、ロシア）と日本の共通性・異質性や交流に関する地理的事象か

ら課題を設定し、追究するとともに、近隣諸国との交流の在り方や日本の役割

を考察している。 

技能・表現 韓国（中国、ロシア）と日本の共通性・異質性や交流に関する資料や情報を

地理的に追究する技能を身に付けるとともに、結果をまとめたり発表したりし
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ている。 

知識・理解 韓国（中国、ロシア）の地理的事象について環境条件に関連付けて理解する

とともに、異文化の理解や尊重の必要性，近隣諸国との交流のあり方を理解し

それらの知識を身に付けている。 

 

４ 指導・評価の計画（９時間取扱い 本時１／９） 

次 時 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 

※プロジェクトの視点から 

評価基準（基準Ｂ） 

（評価方法） 

１ 

  

１ 

本
時 

韓国と日本の自然地

形・気候と生活・文化

について、共通性と異

質性を理解する。 

※自己評価シートを活用して自

己評価及び感想記入を行う。 

思考・判断（観察、ワークシート、

自己評価シート） 

・韓国と日本の自然や文化、習慣に

ついて比較し、その違いを理解する

ことができている。 

・韓国と日本を比較するために必要

な情報を教科書や資料集、資料プリ

ントから選ぶことができている。 

表現（観察､発表､自己評価シート） 

・韓国と日本の違いについて、その

考察のための資料や情報の根拠が一

つ以上説明されている。 

・比較した内容を発表することがで

きている。 

２ 韓国と日本の産業に

ついて、共通性と異質

性を理解する。 

○前時の学習と同様の流れで、 

「産業」についての調べ学習を

行い、理解できるようにする。 

３ 韓国と日本の交流

について考察する。 

○前時までの学習内容と関連さ

せて、交流について考えていく

ようにする。 

 

２ 

１
～
４ 

中国と日本との共通

性と異質性、日本との

交流に着目して理解す

る。 

○「韓国の研究」と同様の流れで

学習を行う。 

 

３ 

 

 

１
～
２ 

ロシアと日本との共

通性と異質性、日本と

の交流に着目して理解

する。 

○「韓国の研究」と同様の流れで

学習を行う。 
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５ 本時の学習 

(1) 目標 

  韓国と日本の自然や文化、習慣について、共通性と異質性を調べ、韓国の気候についてまとめるこ

とができる。 

(2) 評価基準   

 

(3) 展開     

過程 学習活動 ○主な発問・指示 
 

○指導上の留意点及び評価 
※Ｂプロジェクトの視点 

備考 

導入 
10分 
 
 
 
 

１ 学習課題へ興味・関
心を持つ。 

(1) 事前調査の結果を   
知る。 

(2) 本時の学習の流れ
と目標について知る。           

○みなさんは、韓国がどんな国
だと思っていますか。 
（事前調査の結果を示す） 
○韓国国旗の意味するものを
知っていますか。 
○本時では、韓国について学習
をしていきます。 
○本時は、ここに示す流れで学
習を進めていきます。 

○事前調査と関連する写真を
提示し紹介する。 
○国旗の意味を簡潔に説明す
る。 
 
※本時の学習内容と学習の流
れ、目標を視覚的に提示し、
授業の見通しが持てるように
する。 
○学習内容に興味・関心を持
っているかを観察する。 

 

実態調査の結果 
 

ﾃﾚﾋﾞ 
 
 
ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 

 思考・判断 表現 

観点の

説明 

・見通しを持って、筋道だった考え

方をしている。 

・解決に必要な知識・技能を適切に

使うことができている。 

・解決にいたる過程を的確に表現す

ることができる。 

・まとめた内容を、適切なことばを

使って説明することができる。 

Ａ 

・韓国と日本の自然や文化、習慣に

ついて比較し、その違いを理解する

とともに、なぜ違いが生まれるのか

を考察することができている。 

・韓国と日本を比較するために必要

な情報を教科書や資料集、資料プリ

ントから正確に選び、活用すること

ができている。 

・韓国と日本の違いについて、その

考察のための資料や情報の根拠を十

分に説明されている。 

・比較した内容を整理し、韓国と日

本の違いや特徴などを適切なことば

を使って発表することができてい

る。 

Ｂ 

・韓国と日本の自然や文化、習慣に

ついて比較し、その違いを理解する

ことができている。 

・韓国と日本を比較するために必要

な情報を教科書や資料集、資料プリ

ントから選ぶことができている。 

・韓国と日本の違いについて、その

考察のための資料や情報の根拠を一

つ以上説明されている。 

・比較した内容を発表することがで

きている。 
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２ 学習課題を知る。 
 
 

○ワークシートの記入方法を
説明します。 
 
○課題について教科書や資料
集・資料プリント等から調べて
まとめてみましょう。 

○前時に学習したニュージー
ランドの例を示し説明する。 
 
※見通しを持って課題解決が
できるよう､作業手順を示し
ておく。 
 

ワークシート 

展開
25分 

 

 

３ 学習課題について
調べる。 

(1)作業1：韓国の自然
や文化・習慣につい
ての特徴や気付きを
書き込む。 

 

 

○作業手順に沿って、調べてい
きます。まずは、それぞれに作
業１を行ってください。 
時間は、10分間です。 
 
 

※拡大した資料を黒板に提示
する。 
 
※机間指導を行い、調べ方に
ついて分からない生徒がいれ
ば、助言する。 
【評価：思考・判断】 
（観察・ﾜｰｸｼｰﾄ） 

拡大資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整理 
15分 

４ グループでの意見
交換とまとめをする。 

(1)作業2：意見交換し
新たな気付きを書き
込む。 

(2)作業3：韓国の気候
について整理する。  

 

 

 

 

 

５ 調べたことを発表
する。 

 

６ 学習のまとめを行
う。 

 
 
 

○グループでの意見交換とま
とめを行います。時間は、10
分です。 
○まず、作業２の意見交換をし
ましょう。そして、自分で調べ
たこと以外に分かったことが
あれば、赤色でワークシートに
書き込んでください。 
○それが終わったら、作業３の
韓国の気候について、それぞれ
にまとめてください。 
 
○各グループから、代表の人に
発表してもらいます。 
 
○発表してもらった内容につ
いて、補足説明をします。 
○韓国と日本の食べ物や生活、
文化の違いの背景には、気候の
違い（大陸性気候）が関係して
いることが分かりましたか。 

※話合いがしやすいように少
人数のグループで行うように
する。 
※机間指導を行い、必要に応
じて意見交換がスムーズにい
くよう声かけや助言を行う。 

 

【評価：思考・判断】 

（観察・ワークシート） 

 

【評価：表現】（発表） 

○発表した内容から、キーワ
ードとなる言葉は板書する。 
 
※生徒の発表に対して、良か
った点を賞賛した後に、まと
めの補足説明を行うようにす
る。 

 

 

 
  

７ 学習したことを振
り返る。 

(1) 自己評価をする。 
(2) 感想を発表する。 

 

○最後に自己評価シートで
この１時間の授業を振り返っ
てみよう。 
○感想を発表してくれません
か。 

【評価：関心･意欲･態度】 

（観察・自己評価シート） 

※具体的で前向きな評価がで
きるようなシートにする。 

 
 
自己評価シート 

     

 

【パフォーマンス課題】 
今年の１２月に、初めて韓国旅行に行くことになったあなたの友達から、「韓国

はどんなところか教えて。」と頼まれました。そこで、韓国について丁度勉強中の
あなたが、韓国と日本の自然や文化、習慣などを比較することで、韓国の気候に
ついて説明をしてあげましょう。 


